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2024年度事業報告書 
 

1-1 総会 

第 67 回定時総会を以下のとおり開催、各議案について審議の結果、原案どおり承認された。 

⚫ 日時 2024年 6月 6日 午後 5時～ 

⚫ 会場 鉄鋼会館 704会議室 

⚫ 議案 第 1号議案 2023年度事業報告及び収支決算の承認を求める件 

第 2号議案 2024年度事業計画、収支予算及び正会員・賛助会員会費分担額の承認

を求める件 

第 3号議案 定款一部変更の件 

第 4号議案 役員選任の件 

 

1-2 理事会 

理事会を以下のとおり開催、当会運営についての重要事項を審議決定、委員会関係の諸報告

及び意見交換を行った。 

第 667回 2024年 5月 22日 午後 1時 30分～ アロマビル 701会議室/WEB会議併用 

第 668回 2024年 6月 6日 午後 5時 45分～ 鉄鋼会館 704会議室 

第 669回 2024年 9月 26日 午後 1時 38分～ アロマビル 701会議室/WEB会議併用 

第 670回 2024年 12月 5日 午後 4時～ アロマビル 701会議室/WEB会議併用 

第 671回 2025年 3月 19日 午後 1時 35分～ アロマビル 701会議室/WEB会議併用 

 

1-3 会員数 

摘要 

会員別 
年度初 入会 退会 年度末 

正 会 員     10 0 0 10 

賛助会員 30 0 3 27 

1) 退会賛助会員(2025年 3月 31日付) 

豊田通商株式会社、丸紅株式会社、テックプロジェクトサービス株式会社 

2) 入会賛助会員(2025年 4月 1日付) 

関西熱化学株式会社、片山ナルコ株式会社 

 

1-4 役員の異動 

理事 

退任 村上 功一 丸善石油化学株式会社 (2024年 4月 1日付) 

就任 蒲池 良二 丸善石油化学株式会社 (2024年 4月 1日付) 

退任 堀内 秀敏 東ソー株式会社 (2024年 6月 6日付) 

就任 橋本  明 東ソー株式会社 (2024年 6月 6日付) 

退任 津﨑 昌夫 ＪＦＥケミカル株式会社 (2024年 6月 6日付) 

就任 宮崎  泉 ＪＦＥケミカル株式会社 (2024年 6月 6日付) 

 

1-5 会員・役員(2025年 3月 31日現在) 

(1) 正会員(五十音順) 

会 員 名 当会に対する代表者 

1 出 光 興 産 株 式 会 社 宮 岸 信 宏 

2 Ｅ Ｎ Ｅ Ｏ Ｓ 株 式 会 社 島 田 武 浩 

3 Ｊ Ｆ Ｅ ケ ミ カ ル 株 式 会 社 宮 崎  泉 

4 住 友 化 学 株 式 会 社 後 田 伸 也 

 5 太 陽 石 油 株 式 会 社 船 木 保 宏 

6 東 ソ ー 株 式 会 社 橋 本  明 

7 日鉄ケミカル＆マテリアル株式会社 大 谷 星 郎 

8 富 士 石 油 株 式 会 社 山 本 孝 彦 
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9 丸 善 石 油 化 学 株 式 会 社 蒲 池 良 二 

10 三 菱 ケ ミ カ ル 株 式 会 社 定 村 裕 之 

 

(2) 賛助会員(五十音順) 

会 員 名 当会に対する代表者 

1 旭 化 成 株 式 会 社 面 田  謙 

2 株式会社アスペンテックジャパン 稲 生  誠 

3 伊 藤 忠 商 事 株 式 会 社 福 井  健 

4 エヌ・イー  ケムキャット株式会社 遠 藤  晋 

5 大 阪 ガ ス ケ ミ カ ル 株 式 会 社 榊 谷 武 史 

6 Ｋ Ｔ ケ ミ カ ル ズ 株 式 会 社 吉 川 恭 平 

7 河 野 薬 品 株 式 会 社 河 野 通 宗 

8 コ ス モ 石 油 株 式 会 社 境  剛 太 

9 サンユインダストリアル株式会社 杉 本  悟 

10 Ｊ Ｆ Ｅ 商 事 株 式 会 社 杉 浦 健 一 郎 

11 新 ケ ミ カ ル 商 事 株 式 会 社 油 嶋 武 晴 

12 住 友 商 事 株 式 会 社 肥 後 一 成 

13 住 友 商 事 ケ ミ カ ル 株 式 会 社 杉 山 俊 幸 

14 双 日 株 式 会 社 遠 藤  学 

15 株 式 会 社 竹 中 商 店 竹 中 繁 夫 

16 株 式 会 社 テ イ エ ル ブ イ 松 浦 為 雄 

17 テックプロジェクトサービス株式会社 岩 瀬 弥 一 郎 

18 東 京 ガ ス ケ ミ カ ル 株 式 会 社 玄 間 隆 之 

19 豊 田 通 商 株 式 会 社 山 田 寛 之 

20 ニ チ ア ス 株 式 会 社 鳥 塚 幹 夫 

21 日 揮 ユ ニ バ ー サ ル 株 式 会 社 遠 藤 博 樹 

22 日 鉄 環 境 株 式 会 社 箭 内 朋 子 

23 伯 東 株 式 会 社 片 山 剛 志 

24 丸 紅 株 式 会 社 大 西 裕 明 

25 丸 紅 ケ ミ ッ ク ス 株 式 会 社 衣 畑 雅 寿 

26 三 井 化 学 株 式 会 社 林  裕 作 

27 三 井 物 産 株 式 会 社 佐 藤 嘉 記 

28 三 井 物 産 ケ ミ カ ル 株 式 会 社 八 田  直 

29 三 菱 商 事 株 式 会 社 栗 山 洋 一 

30 三 菱 商 事 ケ ミ カ ル 株 式 会 社 古 閑 純 之 

 

(3) 役員 

役 職 氏 名 所 属 

会 長 宮 岸 信 宏 出 光 興 産 株 式 会 社 

副 会 長 船 木 保 宏 太 陽 石 油 株 式 会 社 

専務理事 高 橋 真 澄 事 務 局 

理 事 島 田 武 浩 Ｅ Ｎ Ｅ Ｏ Ｓ 株 式 会 社 

理 事 宮 崎  泉 Ｊ Ｆ Ｅ ケ ミ カ ル 株 式 会 社 

理 事 後 田 伸 也 

 

住 友 化 学 株 式 会 社 

理 事 橋 本  明 東 ソ ー 株 式 会 社 

理 事 大 谷 星 郎 日鉄ケミカル＆マテリアル株式会社 

理 事 山 本 孝 彦 富 士 石 油 株 式 会 社 

理 事 蒲 池 良 二 丸 善 石 油 化 学 株 式 会 社 

監 事 小 川 隆 史 丸 善 石 油 化 学 株 式 会 社 
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1-6 叙勲・褒章 

2024年度は当会の役員中、叙勲・褒章の受章者はなかった。 

 

1-7 委員会(2025年 3月 31日現在) 

運 営 委 員 会          委 員 長 船 木 保 宏 太 陽 石 油 株 式 会 社 

副委員長 橋 本 幸 雄 丸 善 石 油 化 学 株 式 会 社 

Ｂ Ｔ Ｘ 委 員 会          委 員 長 中上川   誠 Ｅ Ｎ Ｅ Ｏ Ｓ 株 式 会 社 

副委員長 井 上 知 彦 出 光 興 産 株 式 会 社 

技 術 委 員 会          委 員 長 田 島 修 示 丸 善 石 油 化 学 株 式 会 社 

副委員長 木 下 将 嘉 Ｅ Ｎ Ｅ Ｏ Ｓ 株 式 会 社 

環 境 安 全 委 員 会          委 員 長 安 田 謙太郎 三 菱 ケ ミ カ ル 株 式 会 社 

副委員長 織 田 英 伸 丸 善 石 油 化 学 株 式 会 社 

広 報 委 員 会          委 員 長 吉 田 直 史 日鉄ケミカル＆マテリアル株式会社 

副委員長 大 恵   駿 富 士 石 油 株 式 会 社 

 

1-8 芳香族製品及びタール製品の市場調査に関する事業 

1-8-1 芳香族製品 

(1) 芳香族製品に関する各種統計の作成・公表 

・ 芳香族製品生産出荷統計月報 

・ 芳香族製品輸出入統計 

(上記各種統計は当会ホームページ上にて開示) 

 

(2) 芳香族製品(海外動向)に関する講演会の開催 

BTX 需給環境のレビューをテーマに、商社社員を講師とした講演会を以下のとおり実施し

た。 

 

開催日    ご担当商社 参加者数 

4月 17日 住友商事 16名 

6月 19日 三菱商事 24名 

9月 18日 伊藤忠商事 18名 

11月 20日 三井物産 17名 

 

対面、WEB 会議併用で実施、参加者数は前年とほぼ同様であった(平均 19 名/回、前年 20

名/回）。 

 

(3) 需要見通し作成及びその検証 

芳香族製品の安定供給を目的として、需要見通しを作成し、その結果を広く関係者の利用

に供するため公表した(2025 年 3 月)。並行して関係官庁からの要請により、資源エネルギ

ー庁の石油供給計画作成用データとして、改質生成油(ナフサ)需要見通しを作成した(2025

年 2月)。 

 

《2024年実績と 2024年 3月作成見通しとの対比》 

ベンゼンの国内需要は、主用途であるスチレンモノマー向け及びフェノール向けが見通し

を下回り、対見通し比で 99％となった。トルエンの内需は、主用途の不均化・脱アル向け

が見通しを上回り、全体では見通しの 107％となった。キシレンについては、主用途の異性

化需要が若干見通しを下回り(対見通し比 98％）、全体でも対見通し比で 98％となった。こ

の結果、BTX合計の国内需要は見通し並みとなった。 

輸出については、ベンゼンは対見通し比 90％、トルエンは同 92％、キシレンは同 84％と

いずれも予測を下回った。その結果、BTX輸出合計値は 194万トンとなり、対見通し比 87％

となった。 

 

輸出を含めた需要合計は、下表のとおり見通しを下回り 800 万トンとなった(対見通し比
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97%)。 

(数量:万トン) 

 見通し 実績 差異 

BTX需要合計 

(内需+輸出) 
829 800 

-29 

(-3%) 

 

(4) 関係機関への調査協力等 

・ 日本エネルギー学会誌向けエネルギー特集記事の執筆協力(2024年 5月) 

・ 石油連盟向け BTX、PXの生産及び需要実績の提供(2025年 2月) 

・ 石油化学工業協会向けアジア石化会議用需要実績まとめ及び見通しの提供(2025 年 3

月) 

 

(5) 芳香族製品の概況 

① 生産 

2024 年は、ベンゼン 275 万トン(前年比 93％)、トルエン 121 万トン(前年比 99％)、キ

シレン 400 万トン(前年比 89％)となり、BTX 生産合計は 796 万トン(前年比 92％)と 1992

年以来の 800万トン割れとなった。 

 

② 内需 

2024 年の内需は、ベンゼンは主要需要部門であるスチレンモノマー及びフェノール/ク

メン向けが前年を下回り、前年実績比 6％減となった。トルエンは主要需要部門の不均化・

脱アル向けの増加により前年比 7％の増加、キシレンは前年比 9％の減となり、BTX合計で

は前年比 6％減の 606万トンであった。 

 

製品別内需状況は以下のとおり。 

〇 ベンゼン 

ベンゼンの内需合計は 222 万トンと前年比 94％となった。国内需要の 5 割前後を占

めるスチレンモノマー向けが前年比 91%、2割強のフェノール/クメン向けも同 88%であ

った。他、シクロヘキサン/ヘキセン向け同 74%、無水マレイン酸向けも同 91％と減少

した。一方、MDI/アニリン向けは前年比 100％と前年並み、その他は前年比 169％と増

加した。 

〇 トルエン 

トルエンの内需合計は 89万トン、前年比 107％と増加した。主要需要部門である不均

化/脱アル向けが前年比 121％と、増加した。 

〇 キシレン 

キシレンの内需合計は 295万トン、前年比 91％となった。主用途である異性化向けが

前年比 91％と減少した。 

 

③ 輸出入 

〇 輸出 

BTX輸出合計は 194万トン、前年比 87％となった。ベンゼンは中国向け及び米国向け

が減少し、前年比 89％となった。トルエンは主要輸出先である韓国向けが減少し、前

年比 92％となった。キシレンは中国向け及び韓国向けが減少し、前年比 84％となった。 

〇 輸入 

BTX輸入合計は 2.3万トン、前年比 170％となった。内訳は、ベンゼンが 1.5万トン、

トルエンが 0.8万トンであった。 

 

この結果、BTXの輸出入バランスは 192万トンの輸出超となった。 

 

 

 

 



5 

2024年(暦年)生産及び内需実績 (単位:万トン、％) 

製品名 生産 前年比 内需 前年比 

ベ ン ゼ ン 275 93 222 94 

ト ル エ ン 121 99  89 107 

キ シ レ ン 400 89 295 91 

 

1-8-2タール製品 

(1) タール製品に関する各種統計の作成・公表 

・ タール製品生産出荷統計月報 

・ タール製品輸出入統計 

・ タール製品に関する統計(年報) 

(上記各種統計は当会ホームページ上にて開示) 

 

(2) タール製品の概況 

① 生産 

タール製品の 2024年の国内生産は、ピッチ 13.9万トン(前年比 95％)、クレオソート油

55.4万トン(前年比 92％)、95％ナフタリン 11.1万トン(前年比 92％)となり、結果タール

製品全体の生産量は、合計 80.4万トンと前年比 92％となった。 

また、原料となるコールタールの国内生産は 87.1万トン、前年比 92％となった(参考：

粗鋼生産量は 8,400万トンで前年比 97％)。 

 

② 需要 

タール製品の内需合計は 81.1万トン、前年比 92％と前年を下回った。 

 

製品別内需状況は以下のとおり。 

〇 ピッチ 

合計で需要の約 8割を占める電極向け及びコークス配合向けについて、電極向けは前

年比 89％と減少したが、コークス配合向けは前年比 104％と増加し、その他向けも増加

した。国内需要の合計は 16.5万トン、前年比 106％となった。 

〇 クレオソート油 

需要の 8 割を占めるカーボンブラック向け需要が前年比 87％と減少し、国内需要合

計は 55.5万トン、前年比 89％となった。 

〇 95％ナフタリン 

需要の 8 割以上を占める無水フタル酸需要が前年比 89％と減少し、国内需要合計は

8.9万トン、前年比 89％となった。 

 

③ 輸出入 

〇 輸出 

ピッチは 0.12万トン(前年比 155％）、95％ナフタリンが 2.2万トン(前年比 78％）。 

〇 輸入 

コールタール輸入量はほぼ 0であった(前年は 0.3万トン）。 

 

2024年(暦年)生産及び内需実績 (単位:万トン、％) 

製品名 生産 前年比 内需 前年比 

ピ ッ チ 13.9 95 16.5 106 

ク レ オ ソ ー ト 油 55.4 92 55.5 89 

9 5％ナフタリン 11.1 92 8.9 89 

 

1-9 芳香族工業及びタール工業の技術の向上に関する事業 

(1) 日本芳香族工業会大会の開催 

第 58 回工業会大会は、前年に引続き現地＋WEB 配信のハイブリッド方式にて以下のとおり
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開催した。 

⚫ 開催日 2024年 10月 9日～11日 

⚫ 場所 福井県福井市 福井県県民ホール、福井市地域交流プラザ 

及び WEB配信(講演会及び発表会のみ) 

⚫ 開催内容 

・テーマ討論会 人材育成及び DX関連の 3テーマを実施 

・主催者挨拶 宮岸会長、田島技術委員長 

・講演 1 川越 光洋 氏(福井県立一乗谷朝倉氏遺跡博物館 副館長) 

演題｢戦国城下町一乗谷とゲートウェイ“あさみゅー”｣ 

・講演 2 豊田 義博 氏(一般社団法人エン・ジニアス 代表理事) 

演題｢あなたならではの“Genius＝才能”を見つけよう 

～エンジニア・キャリアを創造する 17の資産～｣ 

・技術、研究発表 発表数 14件 

・見学会(2コース) 福井県立恐竜博物館、一乗谷朝倉氏遺跡/タケフナイフビレッジ 

⚫ 参加者数 現地参加 118名、WEB登録者 68名 

 

(2) 技術委員会の開催 

技術委員会は、対面/WEB 併用にて 6 回開催し、テーマ講演と諸課題(行事等)の検討を実施

した。 

① テーマ講演 

5件の講演を行った。講演テーマ及び講演者は以下のとおり。 

・ ｢HERO～数理最適化技術を応用したプロセス・用役系の全体最適化による省エネ/GHG

削減｣(2024年 4月) 

東洋エンジニアリング株式会社 若林 敏裕 氏 

・ ｢幅広く導入されつつある TAKADAの電流情報量診断システム T-MCMA｣(2024年 7月) 

株式会社高田工業所 劉 信芳 氏、他 

・ ｢栗田工業の最新ソリューション技術の紹介｣(2024年 9月) 

栗田工業株式会社 肥塚 和久 氏、他 

・ ｢JFEスチール 製造業における DX推進｣(2024年 12月) 

JFEスチール株式会社 四辻 淳一 氏、他 

・ ｢片山ナルコ 技術紹介｣(2025年 2月) 

片山ナルコ株式会社 池内 良一 氏 

② 諸課題、行事等の検討 

・ 工業会大会(1-9(1)に記載のとおり) 

・ 技術ミッション派遣(1-9(3)に記載のとおり) 

・ JIS見直し(1-10に記載のとおり) 

 

(3) 技術ミッションの派遣 

技術ミッション派遣は若手エンジニアの視野拡大に加え、同業他社との貴重な人脈づくり

の場にもなっており、技術委員会の主要行事として定着している。本年度は、タイへ技術ミ

ッションを派遣した。実施概要は以下のとおり。 

⚫ 訪問時期 2025年 2月 18日～21日 

⚫ 訪問先 PTT グローバルケミカル(ラヨーン県マプタプット工業団地) 

⚫ 訪問者 田島委員長を団長とし、会員 10社から団員 17名、事務局 2名の計 20名 

参加者の感想については、生産設備の規模の大きさの他、4Sの徹底、DXや AIへの取組み等

に加え、活発な意見交換が行われたことに関するコメントが多数見受けられた。また、参加

者間での交流を今後も続けていきたいとのコメントも多かった。 

 

1-10 工業標準化等に関する事業 

JIS 定期見直しについて、本年度は、当工業会が所管する JIS のうち、JIS K2435-1,2,3(ベ

ンゼン,トルエン,キシレン)及び K2438(ピリジン類)が、定期(5年毎)見直しの対象となってお

り、改正に向けて会員各社参加の下、原案の作成を行った。 
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また、K2425(クレオソート油、加工タール及びタールピッチ試験方法)を含めた 5件について、

日本規格協会の公募制度に応募し、2025年度の事業として採択された。 

 

1-11 芳香族工業及びタール工業の環境・保安・製品安全に関する事業 

(1) 環境安全委員会定例活動 

対面/WEB併用にて 4回開催し、情報交流会、テーマ講演による意見交換等を実施した。 

① 情報交流会の実施 

各社の関心の高い案件について、事前アンケートを実施のうえ、意見交換を行った。 

・ ｢2024年度の各社環境安全分野における重点課題(取組み)について｣(2024年 4月) 

・ ｢本社監査の取組みについて｣(2024年 7月) 

・ ｢安全文化の醸成・風土改善に向けた取組みについて｣(2024年 12月) 

・ ｢ヒューマンエラー教育の実施状況について｣(2025年 2月) 

② テーマ講演 

3件の講演を行った。講演テーマ及び講師は以下のとおり。 

・ ｢高圧ガス申請等に関して｣(2024年 7月) 太陽石油株式会社 曽我 卓司 氏 

・ ｢当社の事例紹介｣ 東ソー株式会社 藤井 公昭 氏(2024年 12月) 

・ ｢ヒヤリハット推進体制改善の取組み｣ 

富士石油株式会社 佐藤 儀隆 氏(2025年 2月) 

 

(2) 法規制等への対応 

国内外の法改正などについて、SDS小委員会を中心に情報の共有を図った。 

① 国内法対応 

日本化学工業協会の国内法 WGに加入し、参考情報の提供等を実施した。 

② 海外化学物質規制 

韓国等の規制動向について、参考情報の共有を図った。 

 

(3) 小委員会活動(SDS小委員会(SDSの維持管理、他)) 

SDS 小委員会は、環境安全委員会の下部組織として、12 製品のモデル SDS の管理及び国内

外の化学物質管理等に関する情報交換等を行っている。 

本年度は、2023年の安衛法改正へ対応して、モデル SDSの改定版を作成し、2024年 12月に

ホームページで公開した。 

 

(4) その他 

① 各種問合せ等への対応 

一般消費者、官公庁等から芳香族製品の安全性、取扱い時の注意事項、処分・処理方法

等について問合せがあり、会員各社の協力も得ながら対応した。 

② 中央官庁の依頼に対する協力 

各省庁からの調査及び周知依頼に対して適宜協力した。 

 

1-12 芳香族工業及びタール工業の広報宣伝に関する事業 

(1) ホームページの充実 

会員向け情報提供の他、一般向けにも SDS 標準モデルや統計情報の公表の場として開設し

ている。2024年度のホームページアクセス実績は約 56,400件となった。SDSページへのアク

セス増加を主要因に前年度対比では 11%の増加となった。内訳としては、SDS が年間 27,000

件弱のアクセス、全体 5 割弱を占めつつ、アクセス数も増加しており、引続き一定のニーズ

があることを示している。 
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2024年度ホームページアクセス実績  
件数 前年比(%) 

S D S 26,843 117 

統 計 8,853 114 

芳香族 Q&A 6,649 99 

工業会沿革 3,058 107 

大 会 案 内 1,728 106 

概 要 1,267 121 

刊 行 物 1,207 90 

会 員 専 用 432 110 

案 内 地 図 246 95 

そ の 他 6,128 106 

総 計 56,411 111 

 

(2) 機関誌｢アロマティックス｣の発行 

各号毎の特集テーマ設定、関係業界からの投稿及び連載記事等を通じて、内容の充実を図っ

た。寄稿、工業会大会の発表内容等に加えて、連載企画として｢出没!!広報委員が行く!!｣に

代えて、新連載｢アロマ探検隊｣続編をスタートし、日常生活で使用するモノに幅広く活用さ

れている芳香族製品を分かりやすく紹介している。 

 

寄稿テーマ 

・ 春季号(2024年 4月発行) ｢現代における数理最適化の活用方法｣他 1編 

・ 夏季号(2024年 7月発行) ｢画像解析技術と解析事例｣他 1編 

・ 秋季号(2024年 11月発行) ｢AIを活用したリスクベースメンテナンスの検討｣他 1編 

・ 新年号(2025年 1月発行) ｢酸化分解性ポリマー：使用中は分解しない分解性ポリマー｣

他 1編 

 

連載記事 

・ ｢記者リポート｣(執筆者：重化学工業通信社) 

・ ｢アロマ探検隊｣(執筆者：広報委員) 

SDS 47.6

統計 15.7

芳香族Q&A
11.8

工業会沿革 5.4

大会案内 3.1

概要 2.2

刊行物 2.1

会員専用 0.8

案内地図 0.4 その他 10.9


